
【投資家向け戦略レポート】
生成AIネイティブ系スタートアップの地殻変動と存続条件

――コンサル・受託開発モデルの限界と「少し遅れた実装（ブラックロック型）」による生存戦略――

作成日: 2026年7月 | ロケットスタート株式会社

2022年末のChatGPT台頭以降、数多くの「生成AIネイティブ」を標榜するスタートアップ（戦略コンサル出身者
によるAI導入支援、プロンプト研修、受託開発、および汎用APIを活用した薄いラッパー型SaaSなど）が誕生し
た。しかし、起業から3〜4年を迎えた2026年夏現在、これらの企業は一様にビジネスモデルの崩壊と構造的な壁
に直面している。

本レポートは、これら生成AI黎明期に誕生したコンサル・受託開発系スタートアップが抱える共通課題を一般化・
構造化し、投資家視点において「どの企業が生き残り、どの企業が淘汰されるのか」を評価するための判断材料を
提供するものである。 

1. 2026年夏、生成AIネイティブ系スタートアップを襲う「3つの構造変化」

前提として、LLMの技術パラダイムは2024年までの「人間がプロンプトで指示を出すツール」から、「目標を与
えれば自律的に推論・実行するシステム」へと完全に移行している。これにより、以下の地殻変動が起きている。

プロンプトエンジニアリングの価値消失：モデルの自律タスク分解・自己修正（リフレクション）能力の向上
により、人間側が高度な指示を組み立てるスキルの必要性が急激に低下した。

社内インフラ化による「受託開発」のコモディティ化：主要クラウドベンダーが提供するエンタープライズ向
けAIプラットフォームの高度化に伴い、汎用的なRAG（検索拡張生成）システムや要約ツールの構築は、非エ
ンジニアでもノーコードで瞬時に実装可能となった。

薄いラッパーSaaSの価格崩壊：独自データや高度な認知アーキテクチャを持たず、APIのUIを整えただけのリ
サーチ・資料作成支援ツールは、大手プラットフォーマーの標準機能によって完全に代替された。

2. 共通する4つの構造的課題（ボトルネック）

同業のAIコンサル・受託開発スタートアップが直面している課題は、主に以下の4点に集約される。 
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事業ドメイン 従来のモデル（2024〜2025） 2026年現在の構造的課題（リスク）

① 人材育成・研修
(リスキリング)

プロンプトの書き方、業務のタスク分
解、AI出力を評価する論理的思考の伝
授。

タスク分解やPDCAそのものがAIエージェン
トの内部ロジックに組み込まれたため、現
場向けオペレーション研修の市場価値が急
落。

② 戦略リサーチ・
受託開発BPO

汎用LLMやAPIを活用し、データ収
集・構造化・レポート作成の時間を短
縮する半自動化プラットフォームの提
供。

RAGやナレッジグラフのコモディティ化に
より、他社モデルと差別化できない「薄い
ラッパー」化が進行。社内内製AIで完結可
能に。

③ プロフェッショナル
マッチング

AIリテラシーを持つフリーランスコン
サルタントやエンジニアを企業にマッ
チングする労働集約型プラットフォー
ム。

AIエージェントの自律化に伴い、「一般的
なリサーチやロジック構築を行う人間」の
需要そのものが減少。

④ 組織のケイパビリティ 「戦略コンサル出身者」の論理的思考
力を強みに、業務プロセスの言語化と
AIへの落とし込みを行う。

ソフトウェア工学的なアプローチ
（LLMOps、認知アーキテクチャ設計）がで
きる高度なエンジニアリング力の不足。

3. 新たな生存戦略：「一歩引いた（遅れた）実装」アプローチ（ブラックロック型）

AI技術の進化スピードが早すぎる現代において、最新モデルや最先端のアーキテクチャを矢継ぎ早に全社導入しよ
うとするアプローチは、コスト肥大化と仕様陳腐化のジレンマを引き起こす。この課題に対する有効な処方箋とし
て、資産運用におけるアプローチの思想を応用した「一歩引いた（遅れた）実装（通称：ブラックロック型）」の
コンサルティングモデルが浮上している。 

最新トレンドのキュレーションと提供：コンサル企業は、日進月歩のAI技術に関する過剰な実験を自社で行う
のではなく、最新情報の高精度なリサーチ結果やトレンド分析をクライアントに継続提供し、「今何を取り入
れるべきか、何を待つべきか」の目利き役となる。

あえて「一歩遅れた」安定実装の選択：最先端の不安定な技術や、数ヶ月で陳腐化するAPIラッパーに莫大な
投資をするのではなく、技術が十分に枯れ、エコシステムが安定した「一段階前の標準技術」をあえて選択し
て堅牢に実装する。

コア事業の切り分けと絶え間ない伴走：企業の競争力の源泉である「コア事業（絶対に他社に真似されたくな
い独自領域）」にはリソースを集中させる一方、非コア業務についてはリーズナブルなコストで継続的にAI実
装をアップデートし続ける。

この手法により、クライアント企業は「技術の陳腐化リスク」と「過剰投資の罠」から解放され、安定的かつ持続
可能なAIトランスフォーメーションを享受できる。コンサル側にとっても、一過性のシステム受託開発ではなく、
「継続的なリサーチ提供  ＋  堅実なアップデート伴走」による安定したリカーリング収益を確保できるという強力
なメリットが生まれる。 
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4. 投資家が見極めるべき「生存条件（チェックリスト）」

投資家がこの領域のスタートアップの継続性を評価する際、単なる「売上成長率」や「最先端AIの導入実績」では
なく、以下の軸で評価すべきである。 

① 「流行りモノの押し売り」からの脱却：最新技術の導入を煽るのではなく、クライアントの事業特性に合わ
せてあえて実装を遅らせ、費用対効果を最大化する「ブラックロック型」の冷静な提案力を持っているか。

② リカーリングモデルへの転換：単発の受託開発や研修にとどまらず、最新リサーチと定期的なシステムアッ
プデートをパッケージ化した継続収益モデルを確立できているか。

③ 認知アーキテクチャの制御力：単なるプロンプトやラッパーを超えて、自律型エージェントの挙動をガバナ
ンス下におく独自のエンジニアリング知見を有しているか。

■ 結論
2026年夏現在、生成AIコンサル・受託開発市場に求められているのは、「常に最先端を走る派手な提案」で
はなく、「技術の進歩と陳腐化のスピードを冷徹に見極め、あえて一歩引いた堅実な実装をリーズナブルに
継続させるガバナンス型伴走（ブラックロック型）」へのパラダイムシフトである。投資家は、この構造的
転換に適応し、リカーリング型の安定基盤を築ける企業を見極める必要がある。 
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